
 

 

                                  ２００５年 ２月１６日 

お客様各位  

                                                       キヤノンＩＴソリューションズ株式会社 

                                                       

   

 
                         ＤＥＸ－Ⅱ  

 

 
        バージョン ４．２０  リビジョン０１ 変更内容について 

 

      

拝啓 貴社益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は、当社製品に格別なるご愛顧を賜り、誠にありがとうございます。 

さて、当社製品「ＤＥＸ－Ⅱ」（Ver.４．１２－０１－＞Ver.４．２０－０１）に 

おいて、下記のような改修を行いましたのでお知らせ致します。 

敬具 

 

 

［強化項目］ 

 

 以下の機能を追加しました。 

 

 ［システム全般］ 

 

◎ ＤＥＸ－ⅡオンラインＴＥＲＭＩＮＡＴＥコマンドをＮＥＴＶＩＥＷ等による自動コマンド発

行に対応するために、全使用回線ＣＬＯＳＥ完了メッセージを追加しました。なお、本メッセ

ージはＸＡＣＴＩＶ２マクロにＯＰＴ＝ＣＯＭＰＬＥＴＥパラメータを指定することにより動

作します。（ＩＢＭ版のみ） 

 

◎ ＤＥＸ－Ⅱデータファイルの動的割振りにおいて、ＤＳＮの重複エラー（ＣＯＤＥ＝４７０４）

が発生した場合、最大３回まで再割振り処理を実施するようにしました。 

 

 ［ユーザーズ・ガイド関連］  

 

◎ ＲＥＳＥＲＶＥマクロを使用する際の注意事項を追記しました。（ＩＢＭ版のみ） 

 

◎ ＨＰＲＯＴ＝第４パラメータの説明に注意事項を追記しました。 

 

◎ ＤＩＳＰＡＤＤコマンドの説明に制約事項を追記しました。 

 

 

［改修項目］ 

 

 以下の問題点を改修しました。 

 

 ［システム全般］ 

 

・ オンラインタスク間の処理キューの制御（ＥＮＱ／ＤＥＱ）のＲＮＡＭＥに利用しているＪＳ

ＣＢＩＤ情報がＮＵＬＬになっている。（ＩＢＭ版のみ） 

 

 ［オンラインコマンド関連］  

 

・ ＤＩＳＰＡＴＣＨ ＳＴＡＲＴコマンド入力時、サブパラメータの指定により、出力されるメ

ッセージが異なる。  

 
・ ＴＣＰ／ＩＰ ｆｏｒ ＭＶＳ Ｖ３Ｒ２環境の全銀ＴＣＰ、全銀ＵＳＴ手順において、ＯＰ

ＥＮコマンドを入力するとソケットエラーになる。   

 

・ 全銀ＴＣＰ手順において、ＢＵＦＦ＝３２Ｋを指定すると、ＣＮＴＬコマンドで伝送テキスト

長を変更するとエラーになる。  



 

 

 

 

・ ＳＮＡＰＴＣＰ  ＤＤステートメントのみ指定のオンライン処理で、ＳＮＡＰ  ＡＬＬコマン

ドを入力した場合に表示されるエラーメッセージの内容が不適切である。 

 
・ ＣＯＭＭＥＮＴ＝パラメータに、Ｘ’５Ｂ’を含む文字（例えば「大」）を指定しているマク

ロに対して、ＣＮＴＬコマンドで照会処理を実施すると文字化けおよびＤ２３で異常終了する

ことがある。 

 
 ［全銀ＴＣＰ手順関連］  

 

・ サーバ動作による通信処理ができなくなる場合がある。（ＩＢＭ版のみ） 

 
 ［ＪＣＡ手順関連］ 

 
・ 代替回線指定時、ＳＴＡＲＴコマンドを複数同時入力すると、以降、代替回線によるファイル

転送ができなくなる。 

 
・ ＮＯＤＡＴＡ受信によるリトライ処理が途中で終了する場合がある。 

 
 ［３２７０手順関連］ 

 

・ バッファ分割されたデータが１レコードに入るＣＲＬＦなしの固定長ファイルを受信すると文

字化けする。 

 

 ［運用管理システム関連］  

 

・ 通常レコードと障害レコードの間に異なる属性の障害レコードが存在する場合、指定された該

当ステーションＩＤ、データＩＤの障害レコード情報が出力されない。 

 
 ［ユーザーズ・ガイド関連］  

 

・ ＯＣＣＵＲＳ＝ＦＲＥＥ指定時、条件、処理パラメータ複数指定できない説明が不足している。 

 
・ ＳＣＲＡＴＣＨ処理のＳＴＡＴＵＳ＝ＥＮＤパラメータの説明内容に不備がある。 

 

・ ＱＣＮＴＬコマンドのサブパラメータＡＬＬの省略時解釈値に不備がある。 

 

 
 

                                     以  上 

 

 


